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令和３年(2021年) 552,430人 436億円

令和元年(2019年) 1,482,153人 982億円

令和２年(2020年) 651,747人 500億円

平成29年(2017年) 1,386,646人 850億円

平成30年(2018年) 1,379,715人 946億円

平成27年(2015年) 1,115,051人 643億円

平成28年(2016年) 1,248,079人 788億円

平成25年(2013年) 942,964人 580億円

平成26年(2014年) 1,121,622人 656億円

平成23年(2011年) 660,510人 413億円

平成24年(2012年) 713,058人 443億円

平成21年(2009年) 732,594人 473億円

平成22年(2010年) 725,635人 457億円

平成19年(2007年) 787,502人 543億円

平成20年(2008年) 782,749人 529億円

平成17年(2005年) 751,182人 524億円

平成18年(2006年) 771,838人 549億円

80.7%

平成15年(2003年) 695,681人 501億円

平成16年(2004年) 715,777人 499億円

651,747 500.0 552,430 436.1 84.8% 87.2%

52.7 109.0% 109.8% 129.8%

平成14年(2002年) 613,362人 440億円 計 1,482,153 981.9

96.6%

平成13年(2001年) 578,978人 511億円 12月 90,191 63.2 62,052 48.0 67,616

74,896 58.3 64,721 50.7 86.4% 87.0%

46.2 82.8% 83.2% 87.6%

平成12年(2000年) 599,343人 508億円 11月 115,472 74.5

90.0%

平成11年(1999年) 602,027人 552億円 10月 133,564 87.2 72,224 55.5 59,826

46,577 37.3 39,113 31.7 84.0% 85.0%

44.2 133.4% 135.2% 142.1%

平成10年(1998年) 517,908人 515億円 ９月 130,153 84.7

90.3%

平成９年(1997年) 524,824人 500億円 ８月 159,056 103.3 40,745 32.7 54,347

53,282 42.9 49,271 40.2 92.5% 93.7%

20.8 107.5% 108.3% 113.0%

平成８年(1996年) 447,886人 448億円 ７月 145,783 100.9

343.6%

平成７年(1995年) 442,140人 354億円 ６月 134,013 84.0 25,249 19.2 27,152

5,528 4.1 38,743 29.6 700.9% 722.0%

41.1 395.7% 402.9% 239.7%

平成６年(1994年) 432,010人 346億円 ５月 128,410 79.5

75.5%

平成５年(1993年) 425,925人 298億円 ４月 121,563 85.4 13,016 10.2 51,509

79,775 62.9 56,209 44.6 70.5% 70.9%

16.0 23.9% 24.8% 20.1%

平成４年(1992年) 426,242人 298億円 ３月 129,137 88.2

19.8%

平成３年(1991年) 401,376人 281億円 ２月 97,835 66.9 85,176 64.6 20,391

93,227 64.3 23,532 18.3 25.2% 28.5%

消費額 観光客数 消費額 県全体観光客数

平成２年(1990年) 327,104人 229億円 １月 96,976 64.1

令和３年 比較（令和３年／令和２年）

平成元年(1989年) 301,592人 210億円 観光客数 消費額 観光客数 消費額 観光客数

暦年 入域観光客数 観光消費額 令和元年 令和２年

年間入域観光客数・消費額推移 月別入域観光客数・消費額推移 単位：人・億円

84.8%総合計 651,747 100.0% 552,430 100.0% △ 99,317

0 0.0% △ 18,930 0.0%海路計(国内路線＋海外路線) 18,930 2.9%

552,430 100.0% △ 80,387 87.3%与那国島 25,181人 87.8% 空路計(国内路線＋海外路線) 632,817 97.1%

0 0.0% △ 21,136 0.0%島名 観光客数 対前年比 合計 21,136 3.2%

0.0% △ 18,930 0.0%与那国町 海路 クルーズ船 18,930 2.9% 0

0 0.0% 0 -計 395,204人 66.6% チャーター便 0 0.0%

0 0.0% △ 425 0.0%加屋真島 800人 151.2% 台  湾 425 0.1%

1,781 0.3% 0 0.0% △ 1,781 0.0%新城島 136人 9.2%

海外
路線

空路

香  港

△ 78,181 87.6%鳩間島 3,366人 154.0% 合計 630,611 96.8% 552,430 100.0%

0.0% 0 0.0% 0 -波照間島 24,226人 105.0% 海路 クルーズ船 0

552,430 100.0% △ 78,181 87.6%黒島 11,562人 67.2% 合計 630,611 96.8%

△ 1,690 28.5%小浜島 74,545人 74.6% チャーター便 2,363 0.4% 673 0.1%

西部 44,611人 113.4% 小計 299,002 45.9% 244,922 44.3% △ 54,080

西
表

東部 79,523人 58.1% 宮　古 18,046 2.8% 14,066 2.5%

230,856 41.8% △ 50,100 82.2%

△ 3,980 77.9%

81.9%

竹富島 156,435人 57.3% 県
内
便

那　覇 280,956 43.1%

△ 22,411 93.2%島名 観光客数 対前年比 小計 329,246 50.5% 306,835 55.5%

竹富町 福　岡 16,218 2.5% 11,613 2.1% △ 4,605 71.6%

石垣島 545,831人 84.6% 名古屋(中部) 20,385 3.1% 31,578 5.7%

島名 観光客数 対前年比 神　戸 0 0.0% 0 0.0%

石垣市 大　阪(関空) 91,767 14.1% 84,180 15.2% △ 7,587 91.7%

32.5% △ 21,412 89.3%

0 -

11,193 154.9%

島別入域観光客数(年間総計)

国内
路線

空路

県
外
直
行
便

東　京(羽田) 200,876 30.8% 179,464

対前年比※外国人については、入国管理局の資料等に基づく 観光客数 構成比 観光客数 構成比 増減数

令和２年 令和３年 比較（令和３年／令和２年）
その他諸外国 0 0.0%

路線別入域観光客数推計
韓　国 0 0.0%

アジア(上記以外) 0 0.0%

all令和２年 all all令和３年

マカオ 0 0.0%
中国(上記以外) 0 0.0%

台　湾 0 0.0%

香　港 0 0.0%

前年 対前年比

19,789 0.0%
国　籍 観光客数 前年比

前年 対前年比

631,958人 87.4%
外
国 0人

436.1億円
対前年比 87.2% 500.0億円

国籍別入域観光客数(年間総計)

日
本 552,430人

令和4年2月3日発表

令和３年 年間入域観光客数 2021年の八重山入域観光客数は、対前年比15.2％減(99,317人減）の552,430人。
観光消費額推計は、対前年比12.8％減（63.9億円減）の436.1億円。

【全体】
・年間入域観光客数は、前年比15.2％(99,317人)減の552,430人となった。また、新型コロナウィルス感染拡大前の19年
比では62.8％(929,723人)減となり、２年連続で前年を下回った。
・前年を下回った要因として、新型コロナウィルス感染症の影響による旅行控え、国内外の航空便の運休・減便、Go to
トラベル事業の一時停止、海外からのクルーズ船の寄港休止等があげられる。
・国内路線は、長期間に渡る緊急事態宣言やまん延防止等重点措置適用による影響から前年比12.4％減となった。
・海外路線は、航空便の運休及びクルーズ船の寄港休止により、前年比100.0％減となった。
・観光消費額推計は、入域観光客数の減少に伴い、前年比13.7％減となった ※対前々年(R1)比56.1％減(550.4億円減)

【国内路線】552,430人　対前年比12.4％減（78,181人減） ※対前々年(R1)比△48.5％減（519,626人減）
・県外路線は前年比6.8％減、県内路線は前年比18.1％減で、国内路線全体が前年を下回った。
・前年と比較すると、前年の4月から5月にかけて全都道府県が緊急事態宣言の対象であったことに対し、今年は措置の
適用による移動自粛の要請が一部地域にとどまったや措置解除後に旅行需要が一定程度回復したことなどから、前年を
上回る月もあったものの、年単位では総じて新型コロナウィルス感染症の影響が大きく、前年を下回る結果となった。

【海外路線】０人　対前年比100％減（21,136人減）　※対前々年(R1)比100％減（410,097人減）
・航空便の運休及びクルーズ船の寄港休止により、復帰後初めて海外からの入域観光客数は皆減(ゼロ)となった。

【その他】
　2021年に引き続き、2022年も新型コロナウィルス感染症が、国内外からの観光入域客数に影響を及ぼすことが予想さ
れる。

552,430人
対前年比 84.8% 651,747人

令和３年　年間観光消費額

令和3年（2021年）

年間概況
令和３年（2021年）年間入域観光客数　概況
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※棒グラフは入域観光客数

※折れ線グラフは観光消費額

【訂正版】


